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第 15 回信毎選賞贈呈式

の
作
家
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
・
ヨ

し
か
な
い
」
と
強
調
。
「
地
元
密

着
の
ネ
タ
で
し
か
も
全
国
の
人
話

月
に
一

一
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
な
話
を
量

た
た
え

頴
な
日
感
佳

一
い
て
い
き
た
い
」
と
見
据
え
た
。
日

一
高
木
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
東

信
毎
選
賞 

3
氏
に
贈
る

一
京
で
写
真
に
取
り
組
み
、

2

信
毎
文
化
事
業
財
団
(
理
事
長
一
本
美
恵
さ
ん
(
臼 

3
氏
を
た
た
え
た
。
一
県
内
に
戻
っ
た
。
「
わ
た
し
の
感

夏
京
都
、
推
一
る
」
と

・
小
坂
健
介
信
濃
毎
日
新
聞
社
社
一
理
小
説
で
デ
ビ
ュ
ー
し
精
力
的
に
一
山
本
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
、
伊
一
性
や
も
の
を
見
る
目
は
長
野
で
つ

長
)
は
叩
目
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
一
活
動
す
る
作
家
の
遠
藤
武
文
さ
ん
一
那
市
の
共
同
墓
地
に

4
日
、
ホ
ス
一
く
ら
れ
た
も
の
が
大
き
い
」
と
感

ル
で
第
四
回
信
毎
選
賞
の
贈
呈
一
(
叫
安
曇
野
市
、
新
し
い
写
真
一
ピ
ス
「
き
ぼ
う
の
い
え
」
で
み
と
一
じ
た
と
い
う
。
来
年
、
県
内
で
展

を
開
い
た
。
夏
原
・
山
谷
地
区
で
一
表
現
に
挑
み
写
真
界
や
美
術
界
に
一
っ
た
人
の
遺
骨
を
納
め
た
と
し
、
一
示
会
を
計
画
。
「
期
待
に
応
え
ら

身
寄
り
の
な
い
人
な
ど
の
ホ
ス
ピ
一
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
高
木
こ
ず
え
一
「
せ
め
て
死
ん
だ
ら
落
ち
着
く
場
一
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意

ス
を
運
営
す
る
伊
那
市
出
身
の
山
一
さ
ん
(
お
中
野
市 

に
、
そ
れ
一
所
が
欲
し
い
と
い
う
の
は
(
ホ一
気
込
み
を
語
っ
た
。
一

ぞ
れ
正
賞
の
メ
ダ
ル
と
副
賞
初
万
一
ム
レ
ス
の
)
お
じ
さ
ん
た
ち
の
願
一
信
毎
選
賞
は
年
創

1
9
9
6


円
を
贈
っ
た
。
一
い
」
と
話
し
、
「
互
い
に
隣
同
士
一
設
。
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
寸
社
会
且


小
坂
健
介
理
事
長
か
ら
信
毎
選
貰
受
賞
者
の
家
族
や
関
係
者
な
ど
一
を
助
け
合
っ
た
ら
も
っ
と
安
心
で
一
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
、

を
受
け
る
ホ
ス
ピ
ス
「
き
ぼ
う
の

約
ω
人
が
出
席
。
小
坂
理
事
長
は
一
き
る
世
界
に
な
る
」
と
訴
え
た
。
一
後
の
活
躍
に
期
待
が
で
き
る
個
人

い
え
」
運
営
の
山
本
美
恵
さ
ん
。

式
で
「
他
人
へ
の
限
り
な
く
温
か
一
遠
藤
さ
ん
は
、
全
国
で
多
く
の
了
団
体
に
贈
っ
て
い
る
。
今
回
は

着
席
す
る
写
真
家
の
高
木
こ
ず
え

さ
ん
と
作
家
の
遠
藤
武
文
さ
ん

い
ま
な
ざ
し
、
類
の
な
い
感
性
に
一
作
家
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
と
一
泊
の
個
人
・
団
体
が
選
考
対
象
と

よ
る
創
造
の
世
界
を
持
っ
て
い
一
し
、
「
生
き
残
る
た
め
に
は
ほ
か
一
な
っ
た
。
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